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P43b MOAデータベースを用いたトランジット系外惑星探索
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我々Microlensing Observations in Astrophysics (MOA) グループではニュージーランド南島のマウントジョン
天文台で、重力マイクロレンズ現象による銀河系内のMACHOs探索及び系外惑星探索を行なっている。我々はマ
ゼラン雲及び銀河中心方向を 2000-2005に 61cm 可視望遠鏡を用いて観測を行い (MOA-1)、2005年度より 1.8m
可視望遠鏡を用いて観測を開始した (MOA-2)。重力マイクロレンズ探索では出来るだけ多くの星を高頻度で観測
する必要があるため、銀河中心方向においてMOA-1で約一千万個、MOA-2では約一億個の星をそれぞれ 1日数
回及び 10回以上観測を行なっている。
これらの大量の星を測光することでトランジット法による系外惑星探索が可能である。トランジットを起こす
確率は太陽系の水星軌道で ∼ 1/100、木星軌道で ∼ 1/1000と小さいため、これらの大量の星のデータはトラン
ジット探索に適している。本講演ではまずMOA-1の約 6年分のデータを用いた銀河中心方向のトランジット解
析の経過報告をし、次に今後のMOA-2のデータ解析に向けた展望を報告する。


